












Ⅰ　各種感染因子に対する母乳中の分泌型 Ig A 抗体について

　新生児・幼若乳児は免疫学的に未成熱である。ことに抗体産生系の発達は未

だ完成されていない。自力での抗体産生が軌道に乗り始めるのが数カ月,ほぼ

成人域に至るのは 2～3 歳以後と予想されている。

　このような未熟な免疫能したがって不十分な感染防御能を補うものとして,

母子受動免疫が存在すると考えられているわけであるが,その母親由来の抗体

が授与される径路には経胎盤性のものと母乳由来のものとがある。


